
１．業務名

２．所属事務所

３．方式

４．公示日

５．選定通知日

６．特定通知日

技術提案書提出者 特定の
有　無

日本振興（株） ○

プロポーザル方式における特定結果書

令和６年度信濃川水系緊急治水対策プロジェクト（千曲川下流部）事業監理業務

千曲川河川事務所

簡易公募型プロポーザル方式

令和6年1月24日

令和6年2月8日

令和6年3月15日

特定されなかった理由



１．業務名 令和６年度信濃川水系緊急治水対策プロジェクト（千曲川下流部）事業監理業務

２．所属事務所

３．方式 簡易公募型プロポーザル方式

４．選定通知日

５．特定通知日

Ａ社

日本振興
（株）

点数

技術者
資格等 技術者資格等、その専門分野の内容 - -

業務執行
技術力 平成２５年度以降の同種・類似業務等の実績の内容 4 2.0

地域精通度 平成２５年度以降の当該事務所・周辺での業務実績の有
無 4 2.0

業務成績 平成３１年度～令和４年度に担当した業務の技術者成績 16 11.0

優良表彰 令和２年度～令和５年度の技術者表彰の有無 4 0.0

技術者
資格等 技術者資格等、その専門分野の内容 4 3.0

業務執行
技術力 平成２５年度以降の同種・類似業務等の実績の内容 4 2.0

地域精通度 平成２５年度以降の当該事務所・周辺での業務実績の有
無 4 0.0

業務成績 平成３１年度～令和４年度に担当した業務の技術者成績 8 0.0

優良表彰 令和２年度～令和５年度の技術者表彰の有無 2 0.0

目的、条件、内容の理解度 10 8.7

実施フローの妥当性 10 6.0

工程計画の妥当性 10 6.0

有益な代替案、重要事項の指摘 10 6.0

業務の円滑な実施に関する提案 10 6.0

100 52.7

プロポーザル評価表（総合評価型）　その１
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１．業務名 令和６年度信濃川水系緊急治水対策プロジェクト（千曲川下流部）事業監理業務

２．所属事務所

３．方式 簡易公募型プロポーザル方式

４．選定通知日

５．特定通知日

Ａ社

日本振興
（株）

点数

全
体

評価テーマ間
の整合性 10 6.0

10 6.0

15 9.0

10 6.0

10 8.7

10 6.0

15 9.0

10 6.0

10 7.3

100 64.0

200 116.7合　計
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に
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す
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案

相互に関連する複数の評価テーマ間の整合性

地形、環境、地域特性などの与条件との整合性

着目点、問題点、解決方法等の適切かつ論理的な整理

地形、環境、地域特性などの与条件との整合性

実現性

提案内容の説得力

提案内容を裏付ける類似実績

提案内容の説得力

着目点、問題点、解決方法等の適切かつ論理的な整理

プロポーザル評価表（総合評価型）　その２

小　計

技術点/
評価の
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千曲川河川事務所

令和6年2月8日

令和6年3月15日

評価
項目 評価の着目点

的確性

実現性

提案内容を裏付ける類似実績
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契約業者名：

業務の名称：

随意契約理由：

 随意契約理由書

日本振興株式会社

　　本業務は、千曲川河川事務所にて実施している信濃川水系緊急治水対策プロジェク
ト（千曲川下流部）の遊水地整備事業における調査・設計業務委託等に対する指導・調
整等や地元及び関係行政機関等に関する協議及び工事監理等を行うものである。
　本業務の実施にあたっては、高度な専門的技術力を必要とすることから、（簡易）公
募型プロポーザル方式による選定を行った結果、上記業者は、技術提案書の内容が総合
的に適した者と認められるため、特定したものである。
　よって、会計法第２９条の３第４項及び予算決算及び会計令第１０２条の４第３号の
規定により、上記業者と随意契約を締結するものである。

令和６年度信濃川水系緊急治水対策プロジェクト（千曲川下流部）事業
監理業務


